
 「緩やかな
つながりと地域を想う活動に取り組みます」

編集
後記

　今年は桜の開花が早かったので、新入
生・入園児を満開の桜のもと、迎えるこ
とができました。
　桜の花びら一枚一枚は、ほどんど白に
近いほど淡いピンクなのに、集まると

とてもきれいな色で、見入ってしまいますね。日本で
最も多く植栽されている桜はソメイヨシノですが、こ
のソメイヨシノは自然増殖でなく、人の手で接ぎ木や
挿し木などのクローンで増殖された品種で、全ての個
体が同じような特徴をもち、同じ地域であれば、開花
も同時期になるため、開花予想にも使われている品種

だそうです。また、桜のピンク色はその年の気温差に
よっても色味が違うそうですよ（諸説あり）。
　私は見て楽しむ桜と、食べておいしい桜味のお菓子
などがたくさん出るこのシーズンが毎年楽しみです。
　さて、そんなこの春、役場にも新たに13人の職員が
入りました。それぞれが御代田町に魅力を感じ、町を
よりよくしたいという気持ちで役場に入庁してくださ
いました。
　役場もそれぞれの職員のカラーは違うけど、役場全
体として一丸となり、御代田町の色（特色）が出せるよ
うに頑張りたいです。 総務課　新井

第６分団キャッチフレーズ

　広報に関するご意見、ご感想をお寄せください。また、掲載された写真をお譲りしますので、役場総務課14番窓口にお越しいただ
くか、電話でご連絡ください。ただし、ご希望に添えない場合もあります。ご了承ください。●総務課情報防災係
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●消防団入団資格
　・18歳以上であること　・町内に居住または勤務していること
●消防団員の身分・処遇等
・消防団員は非常勤特別職の地方公務員であり、階級に応じた報酬と出動手当が個人に支払わ

れます。
・５年以上勤続して退団した場合には、階級及び勤務年数に応じて退職報償金が支給されます。

　第６分団は、30代～ 40代の若手が中心となり自主的な
処遇・活動内容の見直しや負担軽減など、時代と世代の変

化に応じた見直しを進
めています。
　栄町地区は、公共施
設や役場など町の中心
地に位置し、区民、世
帯数ともに多い反面、
新入団員の確保は年々
困難を極め、このまま
では、数年以内に分団
として活動できなくな
る状況が懸念されてい
ます。同地区にお勤め
の方又はお住まいの方
は積極的に入団のご検
討をお願いします。

御代田町消防団 第６分団を紹介します

問い合わせ先
消防課消防係
（32）0119
 （御代田消防署内）

消防署消防署 みなさんへみなさんへ御代田 から

問い合わせ先　佐久広域連合消防本部　御代田消防署　（32）0119　※お掛け間違いにご注意下さい。
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　林野火災は例年３月から５月にかけて多く発生しています。御代田町内
では、今年に入ってから3月中旬までに５件の火災が発生しております。こ
の時期は枯葉が地上に積もり、下草も枯れているうえ、降雨量が少なく、空
気が乾燥し、強風が吹くなど林野火災が発生しやすい気象条件となっていま
す。さらに、この時期になると火入れが行われ、山菜採りや森林レクリエー
ションなどにより入山者が増えることも原因と考えられます。
　主な出火原因としては、「たき火」、「火入れ」、「放火（放火の疑いを含む）」、

「たばこ」、「マッチ・ライター」等で、ほとんどが人為的な要因による
火災となっています。

火入れを行う際は必ず離れずに見守り、すぐに消火できる準備をして少しづつ行いましょう。

※森林又は森林の周囲１キロメートルの範囲内にある土地の火入れには、御代田町役場へ「火入れ許可」申請
　が必要となります。

● 枯れ草等がある火災が起こりやすい場所では、たき火をしないでください。
● たき火等火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火してください。
● 喫煙は指定された場所で行い、吸いがらは必ず消し、投げ捨てないでください。
● 強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないでください。
● 火気を使用する場合は、消火用の水等を必ず用意してください。
● 火遊びはしないこと、また、させないでください。

林野火災林野火災（山火事）について（山火事）について

林 野火 災防止のための注 意 点

林野火災の大部分は、皆さん一人ひとりの注意で防ぐことができます。
貴重な人命や財産を火災から守るため、林野での火気の取扱いには十分気をつけましょう。

山火事
予防

分団長：：赤石 仁　 副分団長：櫻井 優祐　 団員数：15名
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